
歯はみんなの宝物
特 集

　

11
月
８
日
は
「
い
い
（
11
）

歯
（
８
）
の
日
」
で
す
。
歯
は
、

ご
は
ん
な
ど
を
お
い
し
く
食
べ

る
た
め
だ
け
で
な
く
、
話
す
こ

と
や
表
情
を
作
る
こ
と
を
助
け

た
り
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

た
り
、
か
む
こ
と
で
脳
に
刺
激

を
与
え
た
り
と
、
生
活
に
不
可

欠
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
む
し
歯
や
歯
周

病
な
ど
、
口
の
病
気
が
体
全
体

に
影
響
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、

口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
歯
の
病

気
や
ケ
ア
の
方
法
、
市
や
団
体

が
行
う
口
の
健
康
の
た
め
の
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
（
89
局
０
６
１
０
番
）
へ
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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災
害
時
こ
そ
、

 

お
口
の
ケ
ア
を
！

　

平
成
7
年
に
発
生
し
た

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、

災
害
関
連
死
の
第
1
位
、

約
4
分
の
1
が
肺
炎
で
、

そ
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
、

口
の
中
の
歯
周
病
菌
な
ど

が
誤
っ
て
気
管
に
入
っ
て

起
こ
る
誤
嚥
性
肺
炎
で
し

た
。

　

水
不
足
な
ど
に
よ
り
長

期
間
、
歯
磨
き
が
で
き
な

い
避
難
生
活
の
中
で
も
、

口
の
ケ
ア
を
す
る
た
め
の

準
備
が
必
要
で
す
。
家
庭

で
用
意
し
て
い
る
防
災
グ

ッ
ズ
に
、
口
腔
ケ
ア
グ
ッ

ズ
を
加
え
ま
し
ょ
う
。

知っていますか？ お口のトラブル

豊川市は、むし歯のある12歳児の割合が県内の
市でワースト1となっています。（平成28年度）

豊川市のむし歯の現状

MOUTH
WASH

愛知県平均

豊川市

24％

38％

　歯は、生後７～8カ月頃から、子どもの歯である「乳歯」が生え始め、6～12歳
頃までに大人の歯である「永久歯」に生え変わり、その後、一生付き合っていくこ
とになります。口の健康を保っていくために、歯の病気など、口のトラブルについ
て知っておきましょう。

口腔環境の悪化
● むし歯
● 歯周病

口の機能の低下
● うまくかめない
● 飲み込みづらい
● 話しづらい

体全体の衰え
● 食欲の低下
● 社会生活の減少
● 誤嚥性肺炎

歯周ポケット

歯垢・歯石
（歯周病菌）

歯茎の
腫れ・出血

ウェットティッシュ

マウスウォッシュ
キシリトール
入りガム

【準備しておきたい口腔ケアグッズ】

要チェック！

歯ブラシ歯ブラシ

乳歯

※親知らず含む

20 本
永久歯32 本

　

む
し
歯
は
、
口
の
中
の
ミ
ュ

ー
タ
ン
ス
菌
が
作
る
酸
に
よ
り
、

歯
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶
か
さ
れ
、

穴
が
開
い
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

食
べ
物
に
含
ま
れ
る
糖
質
が
酸

の
材
料
と
な
る
た
め
、
甘
い
物

を
よ
く
口
に
す
る
習
慣
の
あ
る

人
は
、
む
し
歯
に
な
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

乳
歯
の
む
し
歯
が
重
症

化
す
る
と
、
そ
の
下
に
あ
る

永
久
歯
に
悪
影
響
を
与
え

る
こ
と
も
。「
ど
う
せ
生
え

変
わ
る
か
ら
」
と
い
う
考
え

は
危
険
で
す
。

　

歯
周
病
は
、
歯
茎
や
歯
を
支

え
る
骨
な
ど
が
破
壊
さ
れ
る
病

気
で
す
。
歯
と
歯
茎
の
隙
間
の

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
で
増
殖
す
る
歯

周
病
菌
が
出
す
毒
素
が
原
因
で
、

歯
茎
に
腫
れ
や
出
血
が
起
き
ま

す
。
症
状
が
進
行
す
る
と
、
歯

を
支
え
る
骨
が
溶
け
、
歯
を
失

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

実
は
、
30
歳
代
以
上
の

8
割
が
か
か
っ
て
い
る
身
近

な
病
気
。
肥
満
度
の
高
い

人
ほ
ど
歯
周
病
に
な
る
確

率
が
高
い
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

要チェック！

　

高
齢
期
の
口
の
機
能
低
下
を

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
い
い
ま

す
。
歯
を
失
う
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
物
を
か
む
力
や
飲
み
込
む

力
が
弱
く
な
り
、
食
欲
が
低
下

し
た
り
、
栄
養
不
足
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
う
ま
く
口

を
動
か
せ
ず
、
会
話
も
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

進
行
す
る
と
、
人
に
会

う
こ
と
や
外
出
す
る
こ
と

な
ど
の
社
会
生
活
を
活
発

に
行
え
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
誤
嚥
性
肺
炎
も
引
き

起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

要チェック！

む
し
歯

歯
周
病

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

【出典 ： 愛知県地域歯科保健業務状況報告】

東三河平均 27％

キシリトール
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歯はみんなの宝物

　

最
近
で
は
、
口
の
健
康
を
保

つ
こ
と
の
重
要
性
が
認
知
さ
れ
、

む
し
歯
の
患
者
さ
ん
の
数
も
減

っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

定
期
的
に
診
察
に
来
る
患
者
さ

ん
も
増
え
て
い
ま
す
。
た
だ
そ

の
一
方
で
、
重
症
化
し
て
し
ま

う
方
が
い
ま
だ
に
い
る
の
も
事

実
で
す
。

　

ま
た
、
む
し
歯
と
並
ん
で
代

表
的
な
歯
の
病
気
が
歯
周
病
で

す
。
加
齢
が
原
因
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
20
歳
代
な
ど
若
く

て
も
か
か
る
方
が
い
ま
す
。
重

症
化
す
る
と
歯
が
抜
け
て
し
ま

う
だ
け
で
な
く
、
糖
尿
病
や
動

脈
硬
化
な
ど
、
他
の
病
気
の
悪

化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

　

口
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、

普
段
か
ら
の
セ
ル
フ
ケ
ア
が
た

い
せ
つ
で
す
。
歯
の
病
気
は
自

覚
症
状
が
現
れ
に
く
い
の
が
特

徴
で
す
が
、
毎
日
歯
の
様
子
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
れ
ば
、
ち
ょ

っ
と
し
た
歯
の
汚
れ
や
歯
茎
の

腫
れ
な
ど
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
鏡
を
使
っ
て
自
分
の

歯
を
観
察
す
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

当
然
、
歯
磨
き
も
必
要
で
す
。

し
っ
か
り
と
磨
い
て
い
る
つ
も

り
で
も
、
全
体
の
5
割
程
度
し

か
磨
け
て
い
な
い
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で

は
歯
の
表
面
し
か
磨
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
デ
ン
タ
ル
フ
ロ

ス
と
歯
間
ブ
ラ
シ
を
一
緒
に
使

い
、
歯
ブ
ラ
シ
の
届
か
な
い
歯

と
歯
の
間
も
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

一
度
治
療
し
た
歯
も
、
か
ぶ
せ

も
の
の
隙
間
な
ど
か
ら
む
し
歯

に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
要
注

意
で
す
。

　

ま
た
、
セ
ル
フ
ケ
ア
と
併
せ

て
、
歯
科
医
院
で
の
診
察
も
定

期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
正
常

な
方
で
も
、
年
に
2
回
程
度
、

歯
科
医
師
に
様
子
を
見
せ
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

豊川市歯科医師会会長
平野 義雄 歯科医師

口の病気は
予防・早期発見・

早期治療を

　

フ
ッ
化
物
は
、
歯
の
表

面
の
エ
ナ
メ
ル
質
を
強
化

し
て
酸
に
溶
け
に
く
く
す

る
と
と
も
に
、
む
し
歯
菌

が
歯
を
溶
か
そ
う
と
す
る

働
き
を
弱
め
ま
す
。
ま
た
、

歯
を
修
復
す
る
再
石
灰
化

も
促
進
し
ま
す
。
歯
が
未

熟
で
、
む
し
歯
の
注
意
年

齢
で
あ
る
5
歳
か
ら
15
歳

ま
で
の
時
期
に
利
用
す
る

と
効
果
的
で
す
。

　

市
で
は
、
子
ど
も
の
む

し
歯
を
減
ら
す
た
め
、
保

育
所
や
幼
稚
園
、
小
学
校

で
の
フ
ッ
化
物
洗
口
の
普

及
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
フ
ッ
化
物
の
利
用
法
】

　

毎
日
の
歯
磨
き
に
フ
ッ

化
物
配
合
の
歯
磨
き
剤
を

使
い
ま
し
ょ
う
。
そ
の
場

合
、
歯
磨
き
後
の
う
が
い

は
1
回
に
し
て
く
だ
さ
い
。

う
ま
く
歯
磨
き
な
ど
が
で

き
な
い
小
さ
な
子
ど
も
は
、

歯
科
医
院
な
ど
で
フ
ッ
化

物
を
塗
布
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

普段から
自分の口の中を

意識する

　

歯
の
病
気
は
、
口
の
中
の
問

題
だ
け
で
な
く
、
体
全
体
に
影

響
を
与
え
ま
す
。
口
は
食
べ
物

の
入
り
口
で
あ
る
と
と
も
に
、

健
康
の
入
り
口
で
も
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
、
自
分
の
歯

に
つ
い
て
意
識
す
る
よ
う
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。　

歯ブラシ、デンタルフロス、
歯間ブラシの3つを使う

特 集

 

フ
ッ
化
物
の

チ
カ
ラ

専門医に聞く
　

歯
は
、
一
度
病
気
に
な
っ
て

し
ま
う
と
元
の
健
康
な
状
態
に

戻
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
予

防
・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

重
要
で
す
。

歯周病にかかった口の
歯と歯茎の様子
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歯の健康が、元気の源です

妊
産
婦
期

　乳歯は生後8カ月頃から生え始め、
3歳頃までに生えそろいます。その後
の2～3年がもっともむし歯になりやす
い時期です。定期的な健診とともに、
歯磨きの習慣づけがたいせつです。

　永久歯に生え変わる6～12歳頃は
歯が未熟なため、強化が必要です。ま
た、思春期は歯と歯茎のトラブルが起
きやすくなります。正しい歯磨き、歯茎
のチェックなどが重要です。

　歯周病になる人が増加する時期で
す。仕事などの忙しさで歯のケアを怠
りがちになりますが、痛みなどがなくて
も、定期的な健診の受診や、セルフケ
アの見直しが必要になります。

　65歳以上になると、歯を失うケース
が増えてきます。また、飲み込む力など
も衰えてくるため、口全体の機能を低
下させないためのトレーニングなどを
行う必要があります。

　妊娠中は、女性ホルモンの分泌増加
により、歯茎が腫れたり、出血したりし
やすくなります。また、この時期の口腔
状態が胎児にも影響を与えるため、歯
の健診などが重要になります。

● モグモグ教室（５カ月児）
● 親子ピタ・コチョ教室（9カ月児）
● 乳幼児健診
  （1歳6カ月児、2歳児、3歳児）
● 育児相談（乳幼児）

● 園歯科健診（園児）
● ピタ・コチョ運動（園児）
● フッ化物洗口（園児、小学生）
● 学校歯科健診・保健学習
  （小学生、中学生、高校生）

● 成人歯科健診（20～70歳）
● 糖尿病ゼミナール（一般）
● 健口講座 （一般）
● 生涯学習まちづくり出前講座
  （一般）

● 65歳これから講座（65～74歳）
● 介護予防教室（65歳以上）
● 8020めざそう会（65歳以上）
● 8020表彰（80歳以上）
● 出前講座「介護予防ってなに？」
  （高齢者）

● 妊産婦歯科健診（妊産婦）
● 女性のための歯っぴ～教室
  （妊産婦）

乳
幼
児
期

学
童
・
思
春
期

成
人
・
壮
年
期

高
齢
期

8020達成者
堀川 義郎 さん（89歳）

　80歳のときに8020表彰をいただきました。歯
の健康に気をつけるようになったのは50歳のとき、
むし歯になったことがきっかけでした。今では歯磨
きに加え、起床後に口をゆすぐことも心掛けていま
す。歯が健康なおかげで、何でも食べられ、元気に過
ごせています。90歳で20本の歯を目指します。

　厚生労働省と日本歯科医
師会が展開する、80歳で20
本以上の歯を保つことを推
進する運動。市でも、8020
を目指す方の登録や講座の
開催、達成者の表彰などを実
施しています。

 8020（はちまるにいまる）運動
Interview

他の部署や関係
機関と連携しながら
取り組んでいます

確認しよう！ お口のライフサイクル
　歯や口の中の状況は年代ごとに違い、それぞれに合ったケアが必要です。ここで
は、口のライフサイクルの特徴と、それに合わせた市の取り組みを紹介します。

保健センター
歯科衛生士

 フッ化物洗口

 成人歯科健診

 出前講座

 親子ピタ・コチョ教室
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歯
は
、
生
活
の
た
め
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
市

で
は
今
後
も
、
地
域
や
関
係
団

体
と
一
緒
に
、
口
の
健
康
を
保

つ
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
セ
ル

フ
ケ
ア
や
定
期
的
な
健
診
な
ど

を
意
識
し
、
歯
と
口
の
環
境
を

整
え
て
、
健
康
な
毎
日
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

歯科医師会
各歯科医院で治療や健診を行うとと
もに、市と協力し、親子で歯のたいせ
つさを学べるイベントや障害者の歯
科健診事業なども開催しています。ま
た、8020表彰も行っています。

市民ボランティアが市と協働して、市
内の園や学校などへ出向き、子ども
たちが体験を通して楽しく学べる講
座を行っています。

歯科衛生士会
防災関連や介護予防などの講座やイ
ベントで、市などと協働し、災害時の
口腔ケアや高齢者の口の健康の重要
性を伝える取り組みなどを行ってい
ます。

市内の各園・学校では、歯磨きタイムや
フッ化物洗口、健康集会など、子どもた
ちが歯や口の健康について自ら考え、
実践する場を提供しています。

歯
は
み
ん
な
の

宝
物
で
す

各団体の取り組み
　市内では、行政だけでなく、地域や関係団体が連携
しながら、歯や口に関する知識の普及、歯科医院への
受診の啓発などのための取り組みを進めています。

ボランティア園・学校

ピタ・コチョキャラバン隊

チーム歯科衛生士
ピカリちゃん

市では、歯ブラシを歯にピタッと当ててコチョコチョ磨く
「ピタ・コチョみがき」を推奨しています。市内保育園の保
育士デュオ作成のオリジナル「ピタ・コチョソング♪」も聞
きながら、楽しく歯磨きしましょう。

覚えよう！ピタ・コチョみがき

歯はみんなの宝物特 集

ピタ・コチョソング♪の
動画はこちらだリン☆ 保育士デュオ「たか☆しん」
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